
令和５年度の分団活動調査 概要

分団活動調査の本年度の特記項目

分団活動調査の実施方法

・日本宇宙少年団事務局より分団活動調査への回答のお願いを各分団にメールにて発信

・回答期間は、令和５年５月２日～令和５年５月３０日の約１カ月間

・回答方法は、「電子メールへの添付」による提出でお願い

分団活動調査の回答状況

※分団活動調査へのご回答にご協力をいただきました皆さま、ありがとうございました

（１）いわゆる開講式（スタート）について （２）分団活動について

（３）コロナ禍で得られた知見や発見等について、アフターコロナの活動にどのように活かしていくかを
可能な範囲でご記入ください。

（４）分団長やリーダーの後継者や引継ぎ等について

（５）ジェンダーやSDGｓ、ダイバーシティ(多様性)などを意識した活動について

（６）毎年実施している分団調査の内容について分団内のリーダー等で 共有確認して提出いただいていますか。

（７）毎年の分団調査の速報結果やYACホームページの他分団の活動報告について、リーダー等で共有確認していますか。

・全国の分団、支部、地方本部（休団中を含む）の内、４０の回答

（ 参考 ： 令和３年度→４５ 令和４年度→４６ ）
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①実施している

②予定している

③実施しない

④実施したいが出来ない

⑤もともと実施していない

分団活動調査の結果について（１）

①
４５％

②
２％

③
１５％

コメント概要
（１）いわゆる開講式（スタート）について

④
１３％

⑤
２５％

① ・基本的な感染対策を実施した。

・年度の活動計画の説明や新入団員説明会として実施した。

・随時団員を募集しているので開講式は実施しない

③

・４月～６月は学校行事も多く、子ども達が参加しづらいため

④
・活動場所の制限により実施できない。

・指導者の人材不足や休団中の理由による

⑤

・カレンダーによる年度の区切りで活動を計画していないので

・団員が年間を通して随時入団してくるので

・開講式と特別に設定せず月例会の中や例会後に新入団員を
紹介しているため
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①開始している

②予定している

③活動はしない

④活動したいが出来ない

⑤休団中

①
７８％

②
１０％

③
０％

コメント概要

④
５％

⑤
７％

①

（２）分団活動について

・基本的な感染対策をお願いしながら実施している。

・対面とオンラインを状況に応じて選択し、実施している。

・使用場所のルールに従い実施を開始している。

・体調管理に配慮しつつ、コロナ５類移行後に実施している。

②

・再開のタイミングを慎重に見極めている。

・会場施設の対応に準じて準備している。

④
・指導者の人材不足や活動場所の制限による

⑤
・年間を通した活動は出来てないが、水ロケットコンテストへの
参加の希望は団員に尋ねており、反応があればきっかけにし
て活動したい。

・新型コロナの影響により休団中である。

分団活動調査の結果について（２）
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得られた知見等 概要

・オンライン活動の方法や便利さ ・対面とオンライン、ハイブリット開催を視野に入れて
活動に活かしていく。

・感染対策に気を付けながら、対面での活動を行う。

・感染対策の方法を今後の活動にも生かしていく。

・オンライン環境や機器に関しては団員でばらつきがあ
るので、気を付けながらオンライン活動も検討したい。

・遠方からの協力を得る場合にはオンラインを
選択肢としたい。

（３）コロナ禍で得られた知見や発見等について、アフターコロナの活動にどのように活かしていくかを可能な範囲で
ご記入ください。

・オンライン活動と対面活動を適切に使い分ける
ことの重要性

・対面活動の良さを再認識した。

・多くの制限を受けながらも、これまでの対面活動
に様々な工夫と知恵を出すことが出来た。

・清潔を保つことの重要性

今後の活動に活かしていく方法等 概要

分団活動調査の結果について（３）
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①引継ぎを既に実施している

②引継ぎの為の準備中

③現在、引継ぎの必要はない

④引継ぎしたいが出来ない

⑤その他

①
１２％

②
１５％

③
３８％

コメント概要

④
１８％

⑤
１７％

①

（４）分団長やリーダーの後継者や引継ぎ等について

・分団長の後継者については地域の有識者やリーダー相互の
推薦により実施。リーダーの後継者は苦慮している。

・分団長はリーダーから、リーダーは団員から選出した。
若いリーダーがもっといてくれたら良い。

・宇宙教育指導者セミナーを受講し、正式なリーダーとして
登録する予定がある。

② ・引継ぎについては、分団運営をしっかり把握している必要が
あるので慎重に考えている。

・少しずつ事務作業や運営の取り回し業務を振って慣れてもらう

③ ・分団長の後継者は状況を見ながら意見交換を行っている
リーダーは団員の保護者に声を掛けている。

・そろそろ考えていく時期になっていると思う。

・発足したばかりであるので、必要はない。

④ ・リーダーの高齢化や新規リーダーの希望者が減っているため

⑤ ・活動停止中のため出来ない

・科学館事業に組み込まれているので必ず担当者がいる。

・市の広報誌等でリーダーを募集している。

分団活動調査の結果について（４）
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①意識した活動を行っている

②意識した活動を予定している

③意識した活動は行っていない

④意識した活動を行いたいが出来ない

⑤その分野には興味(意識)はない

①
２７％

②
５％③

４８％

コメント概要

④
５％

⑤
１５％

①

（５）ジェンダーやSDGｓ、ダイバーシティ(多様性)などを意識した活動について

・高校のサークルの協力や大学等と連携している。

・男女や国籍を平等に扱い、環境問題、地球温暖化などを
取り入れたテーマで活動をしている。

② ・下水処理場の見学を予定している。

・出来るだけ思ったことを自由に発言できる雰囲気を作る。

③

・社会教育として何が良いか模索中

・特別な意識ではなく、配慮は常に行っている。

・今後、必要な視点等を検討し、取り入れることも考えたい。

④ ・休団中や活動自体を再開できていないため

⑤
・ブーム施策であり、これらとこじつけた活動は必要と考えない

・特段、今更意識することなく、これまで行ってきた活動
そのものが全てを含んでいると考える。
敢えて言うなら、「質の高い教育」への貢献かと考える。

分団活動調査の結果について（５）
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①
５０％

②
５０％

コメント概要

①

（６）毎年実施している分団調査の内容について分団内のリーダー等で 共有確認して提出いただいていますか。

・例会後の打ち合わせや、供覧・相談などによって共有している。

・メールやオンライン会議、Slack等を利用し、周知・共有している。

・担当者間で回覧し、分団長の決裁を仰いでいる。

②
・事務局や分団長が対応しており、他のリーダーには共有して
おらず、また、手を煩わせたくない。

・活動実態把握が目的であり、実態を把握している分団長等が
回答すれば良いと理解するため。

・内容によって共有の必要性を検討し、今後取り組んでいきたい。

分団活動調査の結果について（６）
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①
５０％

②
５０％

コメント概要

①

（７）毎年の分団調査の速報結果やYACホームページの他分団の活動報告について、リーダー等で共有確認していますか。

・メールや会報が届いた際には共有している。（メールの転送等）

・メールやオンライン会議、Slack等を利用し、周知・共有している。

・調査の内容を抜粋して共有したり、活動計画策定にYACのHPを
活用している。

・回覧や閲覧、情報意見交換会などで共有している。

②
・各自でメールやHＰを確認していると思うが、今後は勉強会など
で共有できたらと思う。

・他分団の活動報告は特に意識していません。

・特に深い考えはないが、特別共有していませんでした。
今後は共有をしていきたいと思います。

分団活動調査の結果について（７）
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①計画する

②計画する予定

③計画はしない

④計画したいが出来ない

①
１７％

②
１５％③

６３％

コメント概要

④
５％

①

（その他）オンラインツールを用いた活動を計画しますか。もしくは、計画する予定ですか。

・他分団との連携や活動場所の確保が難しい場合など

・オンラインの場合も対話を重視したプログラムの実施

・ＥＯブラウザの活用や配信の併用による活動の拡充

②

・海外や遠方の講師にリモートでお話しいただくことや、遠方
に住む団員からの希望があればオンライン活動を計画する。

・対面での実施が困難な場合には選択肢とする。

③ ・現状においてオンライン活動での需要がないため
（対面での開催を要望されている。）

・工作や実験といった活動に有効ではないため

・オンライン環境が一律でないことや、対面で行うことに
改めて重要性を感じたため

④

・遠隔地にいらっしゃる方にアドバイスをいただくときなどには
オンラインツールは有効かと考えられる。

分団活動調査の結果について（その他）
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